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(54)【発明の名称】 内視鏡用送気アダプタ

(57)【要約】
【課題】処置具挿通チャンネルを利用して手軽かつ清潔
に送気を行うことができるようにした内視鏡用送気アダ
プタを提供すること。
【解決手段】送気口金部２１側から処置具挿通孔部１４
側へは流体を通過させその逆方向へは流体を通過させな
いように、送気口金部２１と処置具挿通孔部１４との間
に逆止弁２４を配置した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の処置具挿通チャンネルの入口に外
方から着脱自在に連通接続される接続口金部と、上記接
続口金部に対してほぼ真っ直ぐに連通して外方に開口す
る処置具挿通孔部と、上記処置具挿通孔部の途中に側方
から連通する送気口金部と、上記送気口金部側から上記
処置具挿通孔部側へは流体を通過させその逆方向へは流
体を通過させないように上記送気口金部と上記処置具挿
通孔部との間に配置された逆止弁とが設けられているこ
とを特徴とする内視鏡用送気アダプタ。
【請求項２】上記送気口金部内の圧力が大気に対して一
定以上の高圧になったときに大気に対して開放されるリ
リーフバルブが上記送気口金部内に連通して設けられて
いる請求項１記載の内視鏡用送気アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルの入口に外方から取り付けられる内視鏡
用送気アダプタに関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に内視鏡には、吸引管を兼ねる処置
具挿通チャンネルが設けられ、消化器検査用の内視鏡で
はさらに送気管等も設けられている。しかし、気管支検
査用の内視鏡等では、送気の必要性がほとんど生じない
ことから送気管は設けられていないのが普通である。
【０００３】そこで、気管支検査用の内視鏡で送気をす
ることが必要な場合には、送気口金を有するＴ字管状の
アダプタ（送気アダプタ）を処置具挿通チャンネルの入
口に取り付けて、処置具挿通チャンネルを通じて送気を
行うようにしている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のように
Ｔ字管状の送気アダプタを処置具挿通チャンネルの入口
に単純に取り付けた構造では、処置具挿通チャンネル内
に吸い込まれた汚液等が送気口金側に流れ込んで、送気
口金に接続される送気具を汚染してしまう場合がある。
【０００５】そこで、例えば実開昭６２－１６６８０４
号等に示されるように、送気口金に隣接して送気通路を
開閉する操作弁を設けたものもあるが、そのような操作
弁を設けると、送気具側における送気操作と操作弁の操
作を同時に行わなければならないので操作が極めて面倒
になってしまう。
【０００６】そこで本発明は、処置具挿通チャンネルを
利用して手軽かつ清潔に送気を行うことができるように
した内視鏡用送気アダプタを提供することを目的とす
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用送気アダプタは、内視鏡の処置具
挿通チャンネルの入口に外方から着脱自在に連通接続さ
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れる接続口金部と、接続口金部に対してほぼ真っ直ぐに
連通して外方に開口する処置具挿通孔部と、処置具挿通
孔部の途中に側方から連通する送気口金部と、送気口金
部側から処置具挿通孔部側へは流体を通過させその逆方
向へは流体を通過させないように送気口金部と処置具挿
通孔部との間に配置された逆止弁とが設けられているも
のである。
【０００８】なお、送気口金部内の圧力が大気に対して
一定以上の高圧になったときに大気に対して開放される
リリーフバルブが送気口金部内に連通して設けられてい
てもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は例えば気管支検査などに用いられる内
視鏡を示しており、可撓性の挿入部１の基端に操作部２
が連結され、その連結部付近から斜め上方に向けて処置
具挿入口３が突出形成されている。
【００１０】処置具挿入口３は、挿入部１内に全長にわ
たって挿通配置された処置具挿通チャンネルの入口であ
り、操作部２に配置された吸引操作弁４を操作すること
により、処置具挿通チャンネルを経由して吸引を行うこ
とができる。
【００１１】１０は、処置具挿入口３から処置具挿通チ
ャンネルに送気を行うことができるようにするために、
処置具挿入口３に対して着脱自在に取り付けられる内視
鏡用送気アダプタであり、図２には処置具挿入口３から
取り外された状態が図示されている。
【００１２】図１は送気アダプタ１０を示しており、内
視鏡の処置具挿入口３に対して着脱自在な例えばルアー
ロック口金等からなる接続口金部１１が、アダプタ本体
部１２に対して軸線回りに回転自在に組み付けられ、そ
の回転摺接面にはシール用のＯリング１３が装着されて
いる。
【００１３】アダプタ本体部１２には、接続口金部１１
に対して同一軸線上にほぼ真っ直ぐに連通する処置具挿
通孔部１４が貫通して形成されており、処置具挿通孔部
１４の突端側（接続口金部１１と反対側）が外方に開口
する処置具挿入口部１５になっている。
【００１４】アダプタ本体部１２には、処置具挿通孔部
１４の途中に側方から連通する状態に受け筒１６が側方
に向けて突設されており、その受け筒１６に差し込まれ
た送気筒部１７の外面嵌合部にはシール用のＯリング１
８が装着されている。
【００１５】送気筒部１７は、受け筒１６に対して入口
側から締め環１９によって固定されている。したがっ
て、締め環１９を緩めれば送気筒部１７を受け筒１６か
ら抜き出すことができる。
【００１６】送気筒部１７には、軸線位置に送気孔部２
０が貫通形成されていて、送気筒部１７の突端部分に
は、例えば注射針口金と同様の送気口金部２１がネジ止
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め固定されている。
【００１７】受け筒１６内に位置する送気筒部１７の内
端側には、弾力性のあるゴム材等によってキャップ状に
形成された逆止弁２４が、送気孔部２０の内端部を塞い
だ状態に取り付けられており、送気孔部２０に対して垂
直に連通する状態に送気筒部１７に穿設された横孔２３
が逆止弁２４の側壁部の内側に開口している。
【００１８】したがって、送気口金部２１から送気孔部
２０内に加圧空気が送り込まれれば、その空気は送気孔
部２０から横孔２３を通り、逆止弁２４を弾性変形させ
て受け筒１６内から処置具挿通孔部１４内に送られ、そ
の逆方向への空気の流れは、横孔２３が逆止弁２４によ
って塞がれるため阻止される。
【００１９】送気筒部１７には、送気孔部２０の途中に
側方から連通する状態に受け筒２５が突設されており、
送気孔部２０内の圧力が大気に対して一定以上の高圧に
なったときに開放されるリリーフバルブ３０が、受け筒
２５に着脱自在に取り付けられている。
【００２０】リリーフバルブ３０は、受け筒２５の内孔
の大気に通じる位置にある段部に外方から当接する弁体
３０ａが、受け筒２５に螺合するキャップ３０ｂ内に配
置された圧縮コイルスプリング３０ｃによって閉じ方向
に付勢された構成になっている。３０ｄは抜け止めスト
ッパである。
【００２１】図３は、上述のように構成された実施例の
送気アダプタ１０が内視鏡の処置具挿入口３に取り付け
られた状態を示しており、処置具挿入口３を入口とする
処置具挿通チャンネル５、及び吸引操作弁４と処置具挿
通チャンネル５との間を接続する吸引管６等が図示され
ている。５０は、外部の吸引器に接続される吸引チュー
ブである。
【００２２】送気アダプタ１０の処置具挿入口部１５に
は、通常は自己の弾力によって閉じていて、挿入される
処置具によって押し開かれるゴム製のスリット６１を有
する公知の鉗子栓６０が着脱自在に取り付けられてい
て、そこから内視鏡の処置具挿通チャンネル５内に処置
具を自由に挿脱することができる。
【００２３】そして、送気アダプタ１０の送気口金部２
１に送気具７０（例えば送気チューブ又は送気球等）を
接続することにより、処置具挿通チャンネル５内に随時
送気を行うことができ、処置具挿通チャンネル５内に先
端側から吸い込まれた汚液等は、逆止弁２４により阻止
されるので、送気口金部２１側に漏れ込むことはない。
【００２４】また、送気圧が高すぎる場合等にはその状*
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*態の時だけリリーフバルブ３０が自動的に開放されるの
で、処置具挿通チャンネル５内が不都合に高圧になるこ
とはなく、連続送気を行うことによって処置具挿通チャ
ンネル５を通じて体腔内を一定圧に保つこともできる。
【００２５】このように構成された送気アダプタ１０
は、図１及び図２に示されるように一つのユニットにな
っているが、締め環１９を緩めることにより、図４に示
されるように送気筒部１７（及び送気口金部２１）と逆
止弁２４を受け筒１６から取り外すことができ、さらに
キャップ３０ｂを緩めることによりリリーフバルブ３０
を取り外すことができ、そのように分解することによっ
て、各部の洗浄、消毒や部品交換等を容易に行うことが
できる。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、送気口金部側から処置
具挿通孔部側へは流体を通過させその逆方向へは流体を
通過させないように送気口金部と処置具挿通孔部との間
に逆止弁を配置したことにより、処置具挿通チャンネル
内に吸い込まれた汚液等が送気口金部側に流れ込まず、
しかも送気のために弁操作等を必要としないので、処置
具挿通チャンネルを利用して手軽かつ清潔に送気を行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用送気アダプタの側面
断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用送気アダプタが内視
鏡から取り外された状態の外観図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用送気アダプタが内視
鏡に取り付けられた状態の略示断面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡用送気アダプタが分解
された状態の側面半断面図である。
【符号の説明】
３  処置具挿入口
５  処置具挿通チャンネル
６  吸引管
１０  送気アダプタ
１１  接続口金部
１４  処置具挿通孔部
１５  処置具挿入口部
２０  送気孔部
２１  送気口金部
２４  逆止弁
３０  リリーフバルブ
６０  鉗子栓
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